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＜連絡事項＞

・日用品発注ですが、21日、3月4・5・6・15の5日間は東Ｓ・Ｇ・Ｍ、山田Ｊ・Ｇ・Ｍとも不在日になります。その日は庶務で決済になります。
＜患者様連絡事項＞

· 村上　匠哉様～咽頭痛・鼻閉の訴えあり、田名部Ｄｒ診察にて、漢方薬が本日昼から

　　　　　　　　　食前に3日分処方となっています。

· 杉澤　恵子様～本日深夜帯転倒し右眉上を裂傷。現在精神状態不安定、睡眠も不安定

な状態です。眠剤服用後の本人の動き(後ろに傾いて立っている・歩行時のふらつき)に注意し、根気強く自床へ誘導し休んでいただくよう働きかけましょう。最近の睡眠パターンを見ると、不眠→良眠→不眠→良眠と交互に休めています。介入方法の一つの目安として把握し、業務に取り組んでいきましょう。

＜措置入院患者様＞

木村　修武様

　　今週心理検査実施。その際スタッフへの接触（手を握ろうとする）見られたとのこと。以前より女性スタッフへの性的逸脱行為がある方であり、日課・作業の介入は男性スタッフで行っていきます。行為があった際は、社会的に逸脱した行為であることを本人へ返していきましょう。注意後イライラ等の出現、希死的発言の有無に注意し観察していきましょう。女性スタッフと二人になったときに逸脱行為が見られているような所があり、女性スタッフが介入しなければいけない状況のときは、複数で対応する等行なっていきましょう。

　　

＜要注目患者様ケース検討＞

和田　昌様

　　現在軽躁状態見られている。刺激を受けやすい状態にある為対応時の言葉使い、声の

トーンに気を付けゆっくりと落ち着いた口調で接し、刺激を与えない対応を心掛けま

しょう。躁状態が悪化した場合には薬での対応も考えられますが、薬の量が増えると

不信感を持ち更に攻撃的となる経過があります。少しでも変化があった際は申し送り

等で確実に情報共有し観察していきましょう。













